
セキュアシンラインⅡ   

LAN
他システムとの
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カードリーダユニット
キャビネットコントローラ

キャビネットタイプ

ロッカータイプ

■システム構成図
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●1つのブロックは最大32扉です。
●1システム最大50ブロックの管理が可
　能です。
●1ブロックには、1台までカードリーダを
　取付可能です。

ICカードのユーザー IDを解析し、電気錠
の解錠／施錠制御や、扉の開閉を監視し
て履歴の記録やこじ開け発報を行います。

Ⓐキャビネットコントローラ

LCD表示部、カードリーダ、テンキーで構成さ
れ、操作ガイド・状態表示と非接触ICカードの認
証を行います。テンキー併用の認証も可能です。

Ⓑ 認証装置

キャビネットの解錠可能状態の表示と解錠操
作を行います。

Ⓒ 解錠表示用パネル・解錠ボタン

キャビネットごとにアクセス権を設定でき、多くの人が利用する収納物を安全に管理できます

非接触 ICカードの ID情報を読み取り、
認証を行います。認証成功は青い○、 
認証失敗は赤い×、光・色・音でわかりやす
く表示します。

カードリーダ（認証部）

カードリーダで認証されたアクセス権のあ
る扉は緑のLEDランプが点灯します。

扉部LEDランプ

扉単位でアクセス権を設定でき、不正解錠を防ぎ、個人情報等をしっかり守ります

セキュアシンラインⅡについてはP.718も併せてご参照ください。■システム構成図

● 1つのブロックは最大10
連です。
● 1システム最大50ブロッ
クの管理が可能です。
● 1ブロックには、4台まで
カードリーダを取付可能
です。
●システム管理PCがなく
ても、キャビネット単体
でのセキュリティ運用が
可能です。
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利用待ち状態（スタンバイ）では
カードリーダの白いLEDランプ
が点灯している。
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■操作手順（扉Ⓐにアクセス権のあるAさんが物品を出し入れする場合）
扉Ⓐ

カードリーダにAさんのICカード
をかざすと、青い〇が点灯する。

扉Ⓐの、緑のLEDランプが点灯
し、解錠される。

扉Ⓐを開き、物品の出し入れを
し、扉を閉める。

自動的に施錠し、カードリーダが
利用待ち状態に戻る。利用した
扉のみに利用履歴が残る。
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■操作手順

カードリーダにカードをかざ
し認証する。

メッセージパネルの利用待ち
状態。

利用できるキャビネットの解
錠表示用パネルが点灯し、解
錠ボタンが点滅する。

キャビネットの利用が終了し扉
（引出し）を閉める。

扉（引出し）が自動施錠され、
解錠表示用パネルと解錠ボ
タンが消灯して、利用待ち状
態に戻る。

利用するキャビネットの解錠
ボタンを押下すると解錠ボタ
ンが点灯に変わり、扉（引出
し）のロックが解錠される。


